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〒395-0027 飯田市馬場町 3-411（旧飯田測候所）電話：0265-24-4821 FAX：0265-56-3712

前回に続き、NPO 南信州おひさま進歩代表理事である松江良夫さんの人生を振り返るお話です。 

98 年の⽣涯を語る 松江代表理事に聴く（後編）
☆戦争の思い出は？ 

・入隊当時は上官から殴られるのは⽇常茶飯事で、私も何回か顔が膨れ上       
がるまで殴られたことがあります。その後、部下が出来て私が手を上げたのは、門
限を破った者の鼻の頭を指で弾いたのが最初で最後です。 

・中国内陸で戦闘になった時、身を伏せた私の胸のすぐ横の地面から、着弾の砂
煙が上がっていたことがありました。10 センチほどずれていただけで、間一髪でし
た。自分自身を鍛えることもしていましたが、私は運に恵まれていると感じることが
多々あります。 

・中国国内で終戦を迎えてから昭和 21 年 6 月に帰国できるまでの 10 ヶ月間、
中国住⺠の手伝いをして飢えを凌ぎました。⽔汲みから始まり家畜のお産を助け
たり、人のお産を手伝ったこともあります。農学校で学んだありとあらゆる経験が大
いに役⽴ち、中国人に喜ばれました。その結果、自分の所属した部隊にひもじい思いをさせることなく、無事に帰国
がかないました。シベリアへ抑留された⽅々には、本当に申し訳ない気がしますが…。 

☆松江さんのお店「我が家」について教えて下さい。 

・繁盛期には住込みで何人も人を雇って、お店を 2 ヶ所でやっていました。今で⾔う乳酸菌飲料を作ったり、ベーコ
ンやモツ煮を沢山作ったり…。飲⾷店業組合の全国大会⻑をやるようになって、忙しく時間に追われるうち、店を縮
めることになりました。 

・⻑姫⾼校分校の教員を辞めて店を始めようとなった時、土
地を買い家を建てる為にお⾦を借りようとしましたが、⾦融機
関では何の保障も担保もない私には貸してくれませんでした。
その時に助けてくれたのが、教え子たちの親御さんです。店を
手伝ってくれた教え子もいました。沢山の⽅から、万単位のお
⾦を借りることが出来て、店を始められました。中には、山の
⽊を売ってお⾦を都合してくれた⽅もいました。そのお⾦が無
ければ何も出来なかったわけですから、それはそれは、ありがた
かったです。困ったときに他人から助けられた、そんな経験が
NPO を始める時の想いにもなっています。 

〔事務局感想〕 

戦争の話では、体験した人でないと分からな
いことを沢山聴くことが出来ました。赤紙と白紙
（演習召集）があったこと。慰安所の真実。
射撃された時の弾の音が、ピュンピュンは大丈
夫だけれどシャッシャッという音のものは危ない。
などなど、まさに時代の生き証人です。この紙
面だけではとても載せきれない貴重なお話ばか
りなので、時間が許せば全てを聞き取って本に
出来るとよいなあと思います。松江さん、ありが
とうございました。 



 

旧飯田測候所が改修されてから初めての橋北イルミネーションフェスタが無事に終了しました。その中でも１２月
２１⽇は、旧飯田測候所の白壁を利⽤したプロジェクションマッピングが⾏われました。春の桜、夏のひまわり、秋の
紅葉、冬の雪の結晶など四季折々の映像とその映像に合わせた音が次々と壁に映し出され、来場者はその様子
に⾒入っていました。 

南信州おひさま進歩は、このプロジェクションマッピングで使⽤したプロジェクターで消
費する電⼒を太陽光発電による電気を蓄電して提供した他、夕⽅から環境教育の
広場を設置し、環境クイズや蜜蝋ろうそく作りなどの体験メニューを提供しました。今
回このプロジェクションマッピングの事業は、ムトス飯田まちづくり事業として橋北面白
倶楽部と南信州おひさま進歩が共同で実施した事業です。初めての事柄がたくさん
ありましたが、旧飯田測候所の敷地が一杯になるほど、予想を超える多くの⽅に足を
運んでいただき、来年に向けた期待の声も来場者から聞こえてきました。 

 

 

 

1 月 22 ⽇ 鼎東保育園 パネルシアター  

   23 ⽇ 橋北公⺠館 「家計に優しい省エネ講    

座」10：00〜 

   30 ⽇ 下久堅公⺠館 「家計に優しい省エネ 

        講座」19：00〜 

     

 

プロジェクションマッピング報告 

ＮＰＯ活動今後の予定 

NPO 法人南信州おひさま進歩  

事務局 小室 

電話：0265-24-4821 

FAX：0265-56-3712 

メール：sunpo@leaf.ocn.ne.jp 
 

編集後記 

松江さんのお話を聞き取りして記事をまとめるにあ
たり、感じたことが沢山ありました。松江さんと私は 50

歳の年齢差がありますが、そんな大先輩と交流をさせ
ていただいて、足元にも及ばない自分自身を振り返る
良い機会にもなり、本当にありがたい人生の勉強にな
りました。 

突然ですが、この通信作成を最後に、NPO 南信
州おひさま進歩の事務局を辞めることになりました。
短い間でしたがお世話になり、ありがとうございました。  
（竹村） 

気象学講座 
[災害をもたらす激しい気象現象に備えて] 

 

地球温暖化により、激しさを増す豪雨災害にど

のように備えていくのかについて、飯田市で実

際に起こった事例と、昨年全国で発生した土砂

災害を教訓として学習します。 

会場：飯田市旧飯田測候所 

日時：1 月 31 日（土）午後 1 時 30 分～ 

参加費：無料 申込み：不要 

講師：土井雅彦氏（元気象庁予報官） 

主催：ＮＰＯ法人南信州おひさま進歩 

詳しくは、ＮＰＯ事務局小室まで問合せ下さい。 

 


